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五戸高校の山車組みは

　
まつり参加三年目

　　
仲間と一緒に

　　
力い�ぱい躍動中！
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広報五戸

（総合の部）

優秀賞 特別賞 特別賞

特別賞 奨励賞 奨励賞

奨励賞 奨励賞

総合の部
最優秀賞

平成22年度　五戸まつり山車審査結果

博労町自治会『天翔源義経～夢幻龍の壇ノ浦～』

山車部門
最優秀賞

ひばり野自治会『「石川五右衛門」～天下人秀吉との因縁～』

蛯川学区お祭り会

『千と千尋の神隠し』

倉石山車組

『影武者～信玄出陣～』

新町自治会青年部

『源平盛衰記～平家一門不死鳥の如く～』

荒町自治会

『源平船合戦』

上大町自治会

『鬼若丸の鯉退治』

川原町青年団

『赤壁の戦い～軍師周瑜 連環の計～』

五戸高等学校

『花鳥風月～曲水の宴～』

下大町自治会
『川中島決戦～甲斐の虎「武田信玄」

越後の龍「上杉謙信」～』

町の人口

（前月対比）

男　  9,462人　（－10）

　女　10,164人　（－13）

総人口19,626人　（－23）

世帯数 6,990世帯（－２）

平成22年９月１日現在



❸ ❷

▲ 小中学校鼓笛隊パレードで祭りが開幕。

▲ 息の合った笛の音が響き渡り山車運行が始まりました。

▲ 友達と一緒に記念撮影。思い出づくり。▲ 坂道も頑張ります！

▲ 奥州よさこい祭り。エネル
　 ギッシュな踊りで観客を魅了！

▲ 少年駒踊り。拍手喝采を浴
　  びました。 ▲ 山車９台が一堂に会して行われた夜間競演。

　  会場に「音頭上げ」がこだまして熱気に満ち、
最高潮に達した。

▲ 図書館横の堀合坂は最大の難所。勢いを
　  付けて一気にひっぱり上げます。

▲ お還りの見所。２台の山車が隣接し
て喧嘩太鼓が始まった。　　 　

▲ 登り坂ではテンポアップして気合が
入る。　　　　　　　　　　　   

▲ 元気いっぱい山車を引く小学生です！ ▲ ちょっと一休みです。 ▲ 笑顔いっぱい、山車を引きました。 ▲ 鮮やかな着物姿。可憐優雅な花担ぎは
　祭りに彩りと華を添えました。　　 

▲ まつり衣装が
　  似合うでしょ！

▲ 小・中学校親善相撲大会。
　 息が詰まるほどの接戦の連続。
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❺ ❹

国民健康保険に入るとき、やめるときは必ず14日以内に届け出てください

平成23年　9月30日

五Ａイ 012－345
青森県三戸郡五戸町
字古舘２１番地１

五戸　花子 

五戸　太郎 
昭和35年　4月30日 平成22年10月　1日

女

平成16年　8月　1日
020594 五戸町

町

国民健康保険からのお知らせ 

後期高齢者医療制度からのお知らせ 

　国民健康保険被保険者証（保険証）は、10月1日から一斉に更新となります。
　新しい保険証は、9月30日までに世帯主あてに郵送します。新しい保険証が必ず届くように、
引越しをした方は住民登録の届け出をしてください。
　保険証は送り状の台紙に貼り付けてありますので、ていねいにはがしてお使いください。
　10月になっても新しい保険証が届かないときは、住民課へご連絡ください。
　また、現在お持ちの保険証は、10月1日以降は使用できませんので、住民課、川内・浅田・
倉石の各支所または五戸総合病院へお返しください。

◆ 医療機関を受診するときは、必ず窓口で保険証
を提示してください。

◆ 70～74歳の人が医療機関を受診するときは、
今までどおり、新しい保険証と高齢受給者証を
一緒に窓口で提示してください。

◆ 新しい保険証の有効期限は、23年 9月30日です。
ただし、次の方は有効期限が異なります。

　　▽ 期間内に満75歳となる方

　　▽ 期間内に満65歳となる退職被保険者本人と
　   その被扶養者

　　▽ 国保税の納付状況により短期被保険者証を
　　交付されている世帯の方

国保の保険証は10月１日から更新されます

　臓器移植に関する法律が改正され、保険証に「臓器提供に関する意思表示欄」が設けられる
ことになりました。
　青森県後期高齢者医療広域連合では、当分の間は、被保険者から臓器提供意思表示シールに
「臓器提供に関する意思表示（提供する・提供しない）」を記入していただき、それを保険証の
裏面に貼り付ける方法により意思表示していただくことになります。
　８月以降に後期高齢者医療制度の被保険者となる方には、保険証の交付の際に臓器提供意思
表示シール付リーフレットを同封して郵送します。
　すでに後期高齢者医療制度の被保険者で保険証をお持ちの方には、希望する方に対し、住民
課窓口にて、臓器提供意思表示シール付リーフレットを配布します。

臓器提供意思表示シール付リーフレットについて

◆ 同封する「ジェネリック医薬品希望カード」裏面の氏名欄に記入して医療機関や薬局に提示
することにより、ジェネリック医薬品の利用について相談に乗ってもらうことができます。
変更できるジェネリック医薬品がある場合と、逆にない場合もありますので、医師または
薬局の薬剤師に説明してもらいましょう。

◆ ジェネリック医薬品は、新薬（先発医薬品）と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用が
新薬よりも安く済みます。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）希望カードについて

◆ 保険証の裏面に「臓器提供意思表示欄」を設け
ました。記入内容は、臓器の移植に関する法律
に規定する書面による意思表示として取り扱わ
れます。記入は任意であり、義務付けるもので
はありません。また、記入の有無により、受け
られる医療の内容に違いが生じることはありま
せん。

◆ 臓器提供意思表示欄は、ボールペンで記入して
ください。

◆ 意思表示した内容について第三者に知られたく
ない場合には、同封する「臓器提供意思表示
欄保護シール」を貼り付けてください。

◆ 臓器提供意思表示欄を記入した後においても、
いつでも臓器提供に関する意思を変更する
ことができます。その場合、保険証の再交付
を受け、改めて変更後の意思を記入してくだ
さい。

臓器提供意思表示欄の記入について

新しい保険証はピンク色

裏  面 □問  五戸町役場　住民課　国保班　電話：０１７８－６２－２１１１（内線１１５～１１７）

（社）日本臓器移植ネットワーク（フリーダイヤル：０１２０－７８－１０６９）

青森県後期高齢者医療広域連合　電話：０１７－７２１－３８２１
五戸町役場　住民課　国保班　　電話：０１７８－６２－２１１１（内線１１５～１１７）

●臓器移植に関する問い合わせ先

●保険証・臓器提供意思表示シール等についての問い合わせ先

◎国民健康保険に加入している方が、交通事故など他人の行為が原因で、国民健康保険証で治療を受けるときは、
　すぐに住民課に「第三者傷病届」を提出してください。

ほかの市町村から五戸町に転入してきた

国 保 に
入 る と き

国 保 を
やめるとき

そ の 他

こんなとき 必要なもの

職場の健康保険をやめた
職場の健康保険の被扶養者でなくなった
子どもが生まれた
生活保護を受けなくなった
五戸町からほかの市町村へ転出する
職場の健康保険に入った
職場の健康保険の被扶養者となった
死亡した
生活保護を受けるようになった
退職者医療制度に該当した
町内で住所が変わった
世帯主の氏名が変わった
世帯を分けた、または一緒にした
保険証をなくした
汚れて使えなくなった

印かん、転出証明書（転入手続用）
印かん、社会保険資格喪失証明書など

印かん、母子健康手帳、同世帯の方の保険証
印かん、保護廃止通知書
印かん、転出する方全員の保険証
印かん、国保の保険証、職場の保険証

印かん、保険証
印かん、保険証、保護開始通知書
印かん、保険証、年金証書
印かん、世帯全員の保険証

印かん
印かん、使えなくなった保険証
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❻

　このほど、町
は中学生を対象
にした「五戸未
来塾」を開き、
五戸中出身で日
産厚生会玉川病
院医師の三浦妙
太さんが「『病
理学』の道を歩
んで」と題して
講演しました。
三浦さんは戦時

中に病人の姿を見て医師を志し、病理学の
道に進みました。三浦さんは「苦労はどん
な時もつきまとうが、希望を持ち、努力を
続けることが大事」と生徒たちを励ましま
した。

　「シソの葉収穫と梅酢漬け体験」が8月
22日、「梅の郷づくりプロジェクト推進委
員会」会長の石ケ森和子さん宅で行われま
した。参加者は無農薬栽培のシソの葉を
収穫し、梅酢に漬ける作業を楽しみながら
体験。12月には、このシソの葉を使用した
梅干し作りを予定しています。

　「アピオスの花摘み＆アップルパイ作り
体験」が、農産物加工女性グループ「カマ
ラードの家」の加工所で行われました。
青森市や八戸市などから参加した10人は、
お茶として飲むと血糖値を下げる効果が
あるといわれるアピオスの花の摘み取り
やアップルパイ作りを満喫し、楽しそう
に笑顔を見せていました。

　八戸人権擁護委員協議会五戸地区部会（石
渡幹郎部会長）では９月２日、デイサービ
スセンター「コスモス」を訪問し、人権啓
発活動などを行いました。９人の人権擁護
委員を代表して、石渡部会長が施設利用者
に人権啓発と地区部会の活動内容を説明。
その後、長野修委員による三味線演奏で
利用者を楽しませました。

　第92回全国高校野球選手権に出場した八
戸工大一高の豊川裕貴選手（五戸中出身）
が町役場を訪れ、三浦町長に甲子園での
熱戦を報告しました。豊川選手は「応援し
てくれた町民や支えてくれた皆さんに感謝
している。夢だった甲子園で１勝できて
本当にうれしい」と述べ、記念ペナントと
ボールを三浦町長に手渡しました。

　五戸町敬老
会が９月上
旬、町内４地
区で開催され
ました。敬老
会は町社会福
祉協議会が75
歳以上の方を
招待して行っ
ています。今

年の対象者は男性1,190人、女性2,129人の
計3,319人でした。各会場では、100歳と88
歳の到達者夫婦に知事顕彰状の伝達と、
町からは米寿の記念品が贈られました。

中
学
生
３
８
０
人
が
五
戸
出
身
者
に
学
ぶ

●
第
７
回
五
戸
未
来
塾

笑
顔
で
体
験
！  

シ
ソ
の
葉
収
穫
と
梅
酢
漬
け

●
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

絶
品
！  

地
元
産
「
紅
玉
」
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
学
ぶ

●
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

長
寿
と
健
康
を
祝
い

●
五
戸
町
敬
老
会

人
権
擁
護
活
動
に
つ
い
て
説
明
・
理
解
を
深
め
る

●
八
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
五
戸
地
区
部
会

甲
子
園
で
の
熱
戦
を
報
告
・
町
民
の
応
援
に
感
謝

●
工
大
一
・
豊
川
選
手
が
町
役
場
を
表
敬
訪
問

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！
フォト

■町内の出来事や、頑張っている
　皆さんを紹介するコーナーです。



❼

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

雷
に
桑
背
負
わ
せ
た
母
想
う

け
ふ
も
暇
急
く
事
な
か
れ
秋
祭
り

見
と
れ
草
心
弾
み
し
気
も
晴
し

猛
暑
日
は
鮮
魚
売
場
で
品
定
め

生
き
て
居
る
か
ぎ
り
に
あ
ま
い
て
い
ら
れ
な
い

農
に
生
き
今
も
が
ん
ば
る
モ
ミ
ジ
マ
ー
ク
と

〈
短
歌
〉

左
手
に
ペ
ン
持
つ
手
の
甲
ぬ
く
ぬ
く
と

朝
の
陽
や
わ
く
包
み
て
く
る
る

若
い
頃
の
会
社
で
の
日
日
思
い
出
し

働
け
た
こ
と
に
感
謝
も
せ
ず
に

搾
る
よ
る
汗
に
ま
み
れ
る
こ
の
暑
さ

シ
ャ
ワ
ー
浴
び
る
日
に
三
度

嬰
子
も
誕
生
む
か
え
愛
ら
し
く

女
の
子
ら
し
さ
ち
と
に
お
わ
せ
て

田
植
え
後
の
低
温
つ
ゞ
き
に
な
や
ま
さ
れ

苦
労
の
か
え
あ
り
踊
る
稲
穂
に

　

本
田
　
昭
雄
（
舘
　
町
）

土
嶺
せ
い
れ
い
（
　
　
　
）

佐
々
木
は
る
の
（
　
　
　
）

善
　
太
　
郎
（
五
戸
町
）

鳥
谷
部
せ
ぬ
（
ひ
ば
り
野
）

沢
田
　
良
子
（
上
市
川
）　

畑
山
　
房
子
（
中
　
市
）

橘
　
ミ
ネ
子
（
北
市
川
）

藤
村
　
ナ
ヲ
（
鍜
冶
屋
窪
）

根
市
　
ミ
ヤ
（
　
　
　
）

田
代
十
志
男
（
上
市
川
）

氏　　名
新井田修久
岡本　一雄
田口　　順
濱舘　貴徳

大根田　昭
三浦　昌人
東山　明弘
応 援 医 師
蝦名　宣男
田邊　　淳
応 援 医 師
井戸川敏彦
応 援 医 師
笹野　拓也
応 援 医 師
三上　靖隆
応 援 医 師
応 援 医 師
深瀬　栄一
応 援 医 師
袴田真理子
応 援 医 師
応 援 医 師

診療科

【糖尿病外来】

内 　 　 科

【循環器内科】

【消化器内科】
外 　 　 科

産 婦 人 科

小 児 科

整 形 外 科

脳神経外科
眼 　 　 科
耳鼻咽喉科

皮 膚 科

職名・派遣先
副 院 長
副 院 長
科 　 長
医 　 長

仙 台 市
東北大学
三戸病院
弘前大学
院 　 長
医療局長
東北大学
副 院 長
東北大学
科 　 長
弘前大学
科 　 長
弘前大学
労災病院
科 　 長
岩手医科大学
八 戸 市
弘前大学
東北大学

月曜日
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○10：30～

火曜日
９：００～消化器検査

倉石診療所
○
○

○10／5、10／19

○

○

○

○

○

○

○

○
○
９：００～消化器検査

○

○

○
○ 10／1、10／8

○

○

○

○
○
○
９：００～消化器検査

○消化器検査

○

○

○

○

○

○

○９：００～ ○９：００～

○
○
○
９：００～消化器検査

木川　　英 副 医 長 ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○
○10／2

○
○第２・４
○
○第２・４

○

○交替で
○
○交替で
○交替で
○交替で

○

○

○第１・３・５
○
○毎週予約制

○第１・３・５

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

五戸総合病院理念
■地域住民を気づかい思いやる心
■本人の意思を尊重した患者さん本位の医療
■医学の進歩をふまえた正しい医療

五戸総合病院医師一覧表（外来診療）
平成22年10月１日現在

外来診療（初診・再診）受付時間：午前７時30分～午前11時30分　※ただし急患はこの限りではありません。
第２・４土曜日は休診です。 

古
街
道

長
　
根

上
市
川

中
　
区

古
街
道

長
　
根



❽

　韓国沃川（オクチョン）郡から、中学
生ら35人が９月４日から８日までの日程
で五戸町を訪れました。町と同郡は平成
９年に姉妹都市を締結しており、中学生
の派遣・受け入れを行っています。
　一行は、町の施設や十和田湖など近隣
の観光スポットを見学。五戸まつりの
お還りでは町民と一緒に山車を力強く
引っ張り、交流しました。
　五戸中学校（橘公人校長）では吹奏楽
部員による演奏で一行を歓迎。日本舞踊
などを披露して交流した後、中庭で記念植樹を行い両町・郡の友好関係を深めました。送別会には今年、沃川郡を
訪問した町の中学生19人も参加。言葉の壁を越えて身振り手振りで交流し、互いに別れを惜しんでいました。

姉妹都市交流
韓国沃川郡中学生が町を訪問

オクチョン

会
が
９
月
５
日
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
40
市
町
村
の
代
表
選
手
た

ち
は
、
正
午
の
号
砲
を
合
図
に
県

観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
前
を
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。
好
天
の
下
、
ゴ
ー

ル
の
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
ま
で
の
33
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
８
区
間
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
五
戸
町
チ
ー
ム
は
、
１
時
間
56

分
13
秒
の
タ
イ
ム
で
町
の
部
第
10

位
、
総
合
の
部
第
20
位
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　
「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と

心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
町
村
対

抗
第
18
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大 力を合わせて頑張った五戸町チーム

校門で沃川郡の中学生を見送り、
手を振る五戸中生徒

五戸まつりの音頭上げに
参加した沃川郡の中学生 送別会で別れを惜しむ

選手オーダー表　　監督　鈴木　修二
区間 氏　　　名 勤務先・学校名
第１区 柳　沢　貴　之 陸 上 自 衛 隊
第２区 大　山　優　吾 倉 石 中 学 校
第３区 渋　谷　康　紀 五 戸 小 学 校
第４区 和　田　卓　也 陸 上 自 衛 隊
第５区 坂　本　七　海 五 戸 中 学 校
第６区 小笠原　陽　平 陸 上 自 衛 隊
第７区 沢　田　桃　香 八戸西高等学校
第８区 秋　山　順　次 川 内 中 学 校

鳥谷部　大　輔 陸 上 自 衛 隊
田　代　裕　磨 陸 上 自 衛 隊
三　浦　幹　男 陸 上 自 衛 隊
工　藤　　　岳 五 戸 中 学 校
阿　部　公　亮 五 戸 中 学 校
佐々木　奈津子 青 森 銀 行
奥　寺　　　葵 倉 石 中 学 校

 

町
の
部
10
位
・
総
合
の
部
20
位

　
　第
18
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

五戸中学校の全校生徒が参加して
盛大に行われた歓迎セレモニー



ドリブルで攻め上がる東京五戸会チーム○赤

県知事表彰を受ける鳥谷部副町長

怪談話に聞き入る子どもたち

❾

　
東
京
五
戸
会
（
中
嶋
士
元
也
会

長
）
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た

往
年
の
名
選
手
が
９
月
４
日
、
五

戸
町
を
訪
れ
地
元
チ
ー
ム
と
交
流

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
「
五
戸
ま

つ
り
山
車
ひ
っ
ぱ
り
ツ
ア
ー
」
の

参
加
者
か
ら
「
サ
ッ
カ
ー
で
交
流

し
た
い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
て

五
戸
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
ら
が
準
備

を
進
め
て
昨
年
、
交
流
戦
が
実

現
。今
年
は
２
回
目
の
開
催
で
す
。

　
東
京
五
戸
会
チ
ー
ム
は
60
代
を

中
心
と
し
た
20
人
。
対
す
る
地
元

チ
ー
ム
は
江
渡
ク
ラ
ブ
。
和
や
か

な
雰
囲
気
で
２
試
合
が
行
わ
れ
、

さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
、
互
い
の
健

闘
を
た
た
え
合
い
ま
し
た
。

　
９
月
８
日
、
五
戸
町
は
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
３
年
間
を
達
成
し
た

こ
と
で
、
青
森
県
知
事
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
県
庁
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
名
古
屋
淳
環
境
生
活
部

長
か
ら
鳥
谷
部
副
町
長
へ
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
谷
部
副
町
長
は
「
表
彰
は
町

民
の
誇
り
。
記
録
は
各
関
係
者
か

ら
の
協
力
に
よ
り
達
成
で
き
た
。

今
後
も
連
携
し
て
事
故
防
止
に
努

め
、
一
日
一
日
、
着
実
に
記
録
を

更
新
し
た
い
」
と
記
録
継
続
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
平
成
19
年
８
月
27
日

以
降
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
は
な

く
、
今
年
８
月
27
日
で
同
記
録
の

達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
町
図
書
館
で
「
代
官

坂
の
夕
涼
み
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
五
戸
代
官
所
前
の
芝
生
広

場
に
集
ま
っ
た
小
学
生
ら
約
50
人

は
、「
む
か
し
っ
こ
の
会
」（
川
村

テ
ル
代
表
）
に
よ
る
昔
話
や
「
舌

切
り
ス
ズ
メ
」
な
ど
の
紙
芝
居
に

聞
き
入
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
次
に
「
子
ど
も
遊
び
の
広
場
」

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
怪
談
話
が
紹
介

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
怖
い
気
分

に
な
っ
た
直
後
に
肝
試
し
を
敢

行
。
代
官
所
内
に
設
置
し
た
お
化

け
屋
敷
の
暗
闇
の
中
を
子
ど
も
た

ち
が
手
を
繋
ぎ
な
が
ら
恐
そ
る
恐

そ
る
前
進
。
物
音
な
ど
に
も
「
キ

ャ
ー
」
と
悲
鳴
を
上
げ
て
驚
き
、

夏
の
涼
を
楽
し
み
ま
し
た
。

あなたにもできる自殺予防のための行動

「
代
官
坂
の
夕
涼
み
会
」

故
郷
で
の
プ
レ
�
は
格
別

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

３
年
を
達
成

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

３
年
を
達
成

＜気づき＞　家族や仲間の変化に気づいて、声を掛ける
○発言や行動の変化や体調の変化など、家族や仲間の変化に敏感になり、心の悩みやさまざまな問題
を抱えている人が発する周りへのサインになるべく早く気づきましょう。
○変化に気づいたら「眠れていますか？」など、自分にできる声掛けをしていきましょう。
＜傾聴＞　本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
○悩みを話してくれたら、時間を掛けて、できる限り傾聴しましょう。
○話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、表面的な励ましをしたりすることは逆効果です。
本人の気持ちを尊重し、共感した上で、相手を大切に思う自分の気持ちを伝えましょう。
＜つなぎ＞　早めに専門家に相談するよう促す
○心の病気や社会・経済的な問題などを抱えているようであれば、公的相談機関、
　医療機関などの専門家への相談につなげましょう。
○相談を受けた側も一人では抱え込まず、プライバシーに配慮した上で、本人の置かれている状況や
気持ちを理解してくれる家族、友人、上司といったキーパーソンの協力を求め、連携を取りましょう。
＜見守り＞　温かく寄り添いながら、じっくりと見守る
○身体や心の健康状態について自然な雰囲気で声を掛ける、あせらずに優しく寄り添いながら見守りましょう。
○必要に応じ、キーパーソンと連携を取り、専門家に情報を提供しましょう。
　□問　役場福祉保健課　保健師　℡62－7958（直通）

あなたにもできる自殺予防のための行動
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里帰り出産 － 妊婦・乳児健康診査費用の給付

県民手帳予約受付中！

育
児

幼
稚
園
新
入
園
児
募
集

相
談

巡
回
行
政
相
談
所
の
開
設

ご
存
知
で
す
か
？
公
証
制
度

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
　
登
録
説
明
会

　五戸町に住民票を有している方が、里帰り
出産のため、受託医療機関および助産所以外で
受診される場合、妊婦健診費用等の一部を申請
していただくことで払い戻しいたします。
給付対象となる健康診査の範囲
医療機関等で実施する14回の「妊婦健康診査」
および１回の｢乳児健康診査｣に掛かる費用
※国内の医療機関のみ
給付費の申請に必要なもの
①医療機関が発行する健康診査に要した費用の
領収書②五戸町里帰り等妊婦・乳児健康診査給
付費請求書（福祉保健課にあります）③母子健
康手帳④本人名義の預金通帳⑤印鑑
⑥未使用の妊婦委託健康診査受診票
申請期限　
最終の妊婦健康診査または乳児健康
診査を受診後、１年以内
□問役場福祉保健課　℡62－7958（直通）

情報ステーション

　
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
と
江

渡
幼
稚
園
で
は
、
平
成
23
年
度
新

入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
　
象

　
平
成
23
年
４
月
２
日
で
満
３
歳
・

４
歳
・
５
歳
に
な
る
幼
児

※
平
成
23
年
度
内
に
満
３
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
幼
児
も
入
園
で

き
ま
す
。

●
募
集
要
項
配
布
開
始
日

　
10
月
15
日
（
金
）

※
募
集
要
項
は
各
園
に
設
置

●
願
書
受
付
開
始
日

　
11
月
２
日
（
火
）

●
そ
の
他

・
通
園
バ
ス
、
給
食
あ
り

・
降
園
後
と
春
･
夏
･
冬
休
み
中

も
預
か
り
保
育
を
実
施

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業

に
よ
り
保
育
料
の
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　（
補
助
金
は
保
護
者
の
町
民
税

等
で
決
め
ら
れ
ま
す
）

□問
・
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

　
　
℡
62
│

３
４
５
０

　
・
江
渡
幼
稚
園

　
　
℡
62
│

４
３
０
５

　
八
戸
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
「
残
業
で
保
育
園

に
迎
え
に
行
け
な
い
」
「
買
い
物

を
し
た
い
が
子
ど
も
を
連
れ
て
行

く
の
は
不
便
」
な
ど
の
理
由
で
、

子
ど
も
を
預
け
た
い
方
（
依
頼
会

員
）
に
協
力
で
き
る
方
（
提
供
会

員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
提
供
会
員
が
子
ど
も
を
預
か
っ

た
場
合
に
は
、
依
頼
会
員
か
ら
利

用
料
金（
１
時
間
5
0
0
円
〜
）が

支
払
わ
れ
ま
す
。
都
合
の
悪
い
と

き
に
は
断
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

特
別
な
資
格
は
不
要
。
た
だ
し
、

当
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
講

習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
好
き
の
方
や
子
育
て
経

験
を
生
か
し
て
お
手
伝
い
を
し
た

い
方
、
空
い
た
時
間
を
有
効
に
使

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
、
地
域
の
子
育
て
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
提
供
会
員
登
録
説
明
会

●
日
時
　
10
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
町
立
公
民
館

□問
八
戸
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
℡
71
│

２
７
５
０

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
10
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
「
秋
の
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。
毎
日
の
生
活
の

中
で
、
行
政
へ
の
要
望
・
苦
情
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談

委
員
が
「
無
料
」
で
「
秘
密
」
を
守

り
、
そ
の
解
決
に
協
力
し
ま
す
。

○
例
え
ば
･
･
･

道
路
、年
金
、相
続
、医
療
保
険
、

介
護
保
険
、老
人
福
祉
、生
活
保

護
、
交
通
事
故
、
環
境
衛
生
、

境
界
な
ど

●
相
談
担
当
者

　
五
戸
町
行
政
相
談
委
員

　
上
山
博
也
、
大
西
眞
一

○
川
内
地
区
　
10
月
20
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
瑞
穂
館

○
浅
田
地
区
　
10
月
22
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー

○
定
例
相
談
日

定
期
的
に
町
立
公
民
館
と
倉
石

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

政
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
紙
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
は

　
　
　
　
　
　
公
証
週
間
で
す

　
公
証
役
場
で
は
、
国
の
一
機
関

と
し
て
市
民
の
生
活
や
財
産
な
ど

の
権
利
を
守
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
主
な
業
務
は
、
遺
言
、
任
意
後

見
契
約
、
尊
厳
死
宣
言
、
養
育
費

支
払
・
離
婚
時
年
金
分
割
・
慰
謝

料
・
損
害
賠
償
請
求
、
事
業
用
借

地
権
設
定
な
ど
の
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
で
す
。
手
数
料
は
法
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
公
証
事
務

に
関
す
る
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□問
八
戸
公
証
役
場
℡
43
│
１
２
１
３

http://www.town.gonohe.aomori.jp/

　23年度版青森県民手帳の予約を受付中
です。県内市町村の主要統計や五戸町の
歩み、ふるさとの主な行事など暮らしに
役立つ情報がたくさん詰まっています。
※黒、青、赤、緑の４色
●発行時期　11月上旬
●価　　格　500円（税込）
●問い合わせ・申し込み先
　企画振興課 ℡62－7952（直通）
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連携展『なつかしの南部鉄道』開催 特定計量器（はかり）定期検査

機
械
式

電
気
式

100㎏以下　 500円

250㎏以下　 900円

500㎏以下　1,500円

100㎏以下　1,400円

250㎏以下　1,800円

500㎏以下　2,200円

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
支
援

健
康
体
操
教
室

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

お

知
ら
せ

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

　町教育委員会では県立郷土館との共催で、
かつて五戸町から八戸市までを結んでいた
「南部鉄道」関係資料の展示を中心とした、
特別展を開催します。南部鉄道の開通から廃
止までの歴史を写真や切符、関係文書を基に
振り返ります。
●日　程　10月１日（金）～11月７日（日）
　　　　　※休館日などを除く
●場　所　図書館エントランスホール
●展示内容　青森県の交通の歴史、
　　　　　南部鉄道のあゆみ
○関連事業　記念フォーラム
日　時　10月９日（土）13：30～15：00
場　所　図書館視聴覚室　※定員30人
テーマ　 「南部鉄道と地域のあゆみ」
第１部　基調講演
第２部　パネルディスカッション

□問図書館　℡61－1040

　取引や証明にはかりを使用する方は、計量法により
２年に１回定期検査を受けなければいけません。この
定期検査を次の日程で実施しますので、お近くの会場で
必ず受検してください。 

■11月16日（火）11：00～12：00　浅水活性化センター
　　 〃　　　 13：30～15：00　倉石コミュニティセンター
■11月17日（水）9：30～10：30　瑞穂館
　　 〃　　　 13：00～15：00　町立公民館 
■11月18日（木）9：30～12：00　町立公民館
　　 〃　　　 13：00～15：00　町立公民館

※当日は手数料をご持参ください。

□問役場企画振興課　℡62－2111（内線234）

情報ステーション

　
県
内
の
市
町
村
や
地
域
団
体
等

が
実
施
す
る
地
域
の
活
性
化
や
産

業
の
振
興
育
成
の
た
め
の
調
査
研

究
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
等
の
事

業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
事
業

人
材
育
成
、
技
術
開
発
、
商
品

開
発
、
市
場
･
販
路
開
拓
、
観

光
開
発
、
環
境
整
備
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
、
そ
の
他

●
対
象
団
体

県
内
の
市
町
村
、
産
業
団
体
、

地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど

●
助
成
金
　
事
業
費
の
５
分
の
４
以
内

●
応
募
期
限
　
10
月
31
日（
日
）

□問
・
㈶
む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興
財
団

　
　
℡
０
１
７
│
７
７
３
│
６
２
２
２

 

　
・
役
場
企
画
振
興
課

　
　
℡
62
│
２
１
１
１
内
線
２
３
２

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ

と
が
難
し
い
世
帯
に
対
す
る
支
援

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
支
援
対
象
　
生
活
保
護
世
帯

　
や
、
障
害
者
非
課
税
世
帯
な
ど

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額

免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
で
す
。

■
支
援
内
容 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
受
信
す
る
た
め
の
「
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
」
を

無
償
給
付
。
必
要
に
応
じ
た
ア

ン
テ
ナ
改
修
等
、
共
同
受
信
施

設
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
改
修

経
費
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
28
日（
火
）

□問
◆
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
　
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　（
支
援
制
度
全
体
に
つ
い
て
）

　
　
℡
０
５
７
０
│
０
３
３
８
４
０

　
◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　（
N
H
K
受
信
契
約
、
受
信
料
免
除
）

　
　
℡
０
５
７
０
│
０
０
０
５
８
８

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
筋
肉
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
体

力
の
維
持
向
上
や
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
体
操
教
室
　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

○
ス
テ
ッ
プ
教
室
　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

●
準
備
す
る
も
の

　
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

　
水
分
補
給
用
ド
リ
ン
ク

●
場

　所
　
町
立
公
民
館
体
育
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料
　
１
回
１
０
０
円（
毎
回
徴
収
）

□問
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62
│

２
３
０
１

●
日
時
　
10
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜

●
場
所

　
ひ
ば
り
野
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

※
雨
天
時
は
五
戸
ド
ー
ム

●
参
加
資
格
　
①
五
戸
町
民

②
町
内
に
勤
務
③
町
内
に
在
学
中

①
〜
③
い
ず
れ
か
に
該
当

※
１
チ
ー
ム
６
人
以
上
８
人
以
内

●
参
加
料

・
高
校
生
以
上
…
１
人
５
０
０
円

・
中
学
生
以
下
…
１
人
３
０
０
円

※
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す

●
申
込
期
限
　
10
月
２
日（
土
）

□問
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62
│

２
３
０
１

　
℻
62
│

２
３
６
５

http://www.jomon.ne.jp/̃mozaidan/index.html
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五戸高校の山車組みは

　
まつり参加三年目

　　
仲間と一緒に

　　
力い�ぱい躍動中！
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広報五戸

（総合の部）

優秀賞 特別賞 特別賞

特別賞 奨励賞 奨励賞

奨励賞 奨励賞

総合の部
最優秀賞

平成22年度　五戸まつり山車審査結果

博労町自治会『天翔源義経～夢幻龍の壇ノ浦～』

山車部門
最優秀賞

ひばり野自治会『「石川五右衛門」～天下人秀吉との因縁～』

蛯川学区お祭り会

『千と千尋の神隠し』

倉石山車組

『影武者～信玄出陣～』

新町自治会青年部

『源平盛衰記～平家一門不死鳥の如く～』

荒町自治会

『源平船合戦』

上大町自治会

『鬼若丸の鯉退治』

川原町青年団

『赤壁の戦い～軍師周瑜 連環の計～』

五戸高等学校

『花鳥風月～曲水の宴～』

下大町自治会
『川中島決戦～甲斐の虎「武田信玄」

越後の龍「上杉謙信」～』

町の人口

（前月対比）

男　  9,462人　（－10）

　女　10,164人　（－13）

総人口19,626人　（－23）

世帯数 6,990世帯（－２）

平成22年９月１日現在



№188

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑨

温
泉
の
今
昔
│
五
戸
・
岩
部
・
大
湯
・
ま
き
ば
温
泉
」

岩
部
温
泉
の
湯
治
者
人
名
控
帳

油
出
入
口
に
建
て
た
二
階
建
て
の
大
湯
温
泉

五
戸
橋
の
た
も
と
に
あ
る
看
板

ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
現
場
と
小
笠
原
永
子

【
岩
部
温
泉
】

　
五
戸
村
沢
町
に
住
む
岩
部
丹
治

は
、
西
裏
の
国
道
脇
に
水
車
工
事

を
始
め
た
。
手
が
器
用
で
用
水
路

や
池
、
太
鼓
橋
を
作
っ
て
い
る

時
、
湯
の
湧
き
つ
ぼ
を
発
見
。
そ

の
水
質
を
検
査
、
成
績
証
明
書
を

県
庁
か
ら
も
ら
い
、
大
正
14
年
11

月
23
日
、
建
物
を
建
て
１
週
間
後

に
開
業
、
昭
和
８
年
５
月
29
日
ま

で
の
７
年
間
営
業
を
続
け
た
が
、

交
通
不
便
と
入
浴
者
の
減
少
か
ら

廃
業
し
て
、
当
時
の
湯
治
人
名
簿

だ
け
が
残
る
。

【
川
原
町
の
大
湯
温
泉
】

　
昭
和
３
年
、
川
原
町
油
出
入
口

に
「
大
湯
温
泉
」
が
出
来
た
。
水

質
が
秋
田
の
大
湯
温
泉
と
似
て
い

る
の
で
伝
兵
衛
丁
の
松
坂
文
太

郎
・
つ
よ
夫
妻
が
名
付
け
た
。

　
建
物
は
２
階
建
て
30
坪
の
大
き

さ
。
沸
か
し
湯
で
風
呂
銭
５
銭
。

１
日
20
人
前
後
で
13
年
間
続
い
た

が
、
昭
和
13
年
ご
ろ
入
浴
者
減
少

で
廃
業
し
た
。

【
五
戸
温
泉
】

　
約
１
２
０
年
前
、
霞
シ
ド
爺
さ

ん
は
筒
口
川
原
の
水
田
６
反
歩
の

耕
作
者
だ
っ
た
。
あ
る
時
、
山
岸

の
水
路
に
白
色
の
湯
花
が
出
て
い

る
の
を
発
見
、
そ
こ
に
小
屋
を
建

て
沸
か
し
湯
に
し
て
入
浴
し
た
。

こ
の
湯
が
カ
サ
、
デ
キ
も
の
な
ど

の
皮
膚
病
に
効
く
と
評
判
に
な
っ

た
。
口
伝
え
が
遠
方
の
庶
民
に
も

伝
わ
り
、
泊
ま
り
小
屋
ま
で
作
っ

た
が
、
昭
和
19
年
、
残
火
の
不
始

末
か
ら
２
階
建
て
の
風
呂
施
設
が

焼
失
。
経
営
不
振
の
た
め
十
数
年

休
業
し
て
経
営
者
が
２
回
変
わ

り
、
42
年
に
五
戸
温
泉
と
し
て
新

ス
タ
ー
ト
し
て
今
も
運
営
さ
れ
て

い
る
。

　
下
大
町
の
伊
賀
勇
次
郎
さ
ん

（
１
０
４
才
）
は｢

五
戸
川
流
域

の
①
金
ケ
沢
の
戸
来
温
泉
（
火
災

で
現
在
な
し
）
②

又
重
の
倉
石
温
泉

③
大
湯
温
泉
④
た

ん
ぼ
の
湯
⑤
三
浦

賢
三
郎
宅
付
近
な

ど
で
湯
花
が
出
た

が
、
区
画
整
理
の

た
め
、
湯
脈
が
不

明｣

と
現
況
を
教

え
る
。

【
ま
き
ば
温
泉
】

　
昭
和
52
年
、
名
川
町
出
身
の
小

笠
原
永
子
が
数
千
万
円
か
け
て
営

業
を
始
め
た
。
二
つ
の
浴
槽
は
無

色
透
明
、
県
外
の
客
が
多
く
、
名

物
の
桜
鍋
、
馬
刺
し
で
人
気
が
集

中
し
て
い
た
。

　
永
子
ば
あ
さ
ん
は
遺
言
で
町
内

老
人
を
毎
週
水
曜
日
、
無
料
招
待

と
い
っ
て
他
界
。
近
年
、
経
営
者

が
変
わ
り
、
今
後
の
発
展
が
期
待

さ
れ
る
。（
倉
石
温
泉
は
省
略
）

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

　
三
　
浦
　
榮
　
一

■
図
書
館
備
品
と
し
て

青
森
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

（
葛
西
義
明
社
長
）か
ら
木
製

書
架
３
台
（
15
万
円
相
当
）
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記念日等日 行　　事　　等

家庭の日

体育の日

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日
法の日

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

奥入瀬渓流（十和田市）● 町民歩こう会 7：00（出発）～17：00

町図書館● 特別おはなし会 14：00～15：00

五戸・石仏・下新井田・根前地区巡回● 犬の登録・狂犬病予防注射 9：00～15：05

今月の納期

納期限11月１日（月）

町県民税

国民健康保険税

第３期

第４期

９月から国勢調査員が
伺いますので、ご協力を
お願いします。

12：30～12：50受付 旧地域保健センター　 ３歳児健康診査（19年６・７月生）
9：30～11：30 豊間内コミュニティセンター● トコトコ教室（豊間内地区）

上市川小学校● 就学時健康診断（上小学区）

13：30～16：00 浅水活性化センター● 巡回行政相談

　 ２歳６か月児健康相談（20年４・５月生）12：30～12：50受付　  9：00～9：20受付　旧地域保健センター※時間が変更になりました

9：00～15：15 川内・蛯川地区巡回● 犬の登録・狂犬病予防注射
10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや
13：30～16：00 町立公民館● 行政相談

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

9：00～11：40 豊間内・浅田地区巡回● 犬の登録・狂犬病予防注射

2 010年

平成22年

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

13：30～16：00
12：30～12：50受付

南小学校● 就学時健康診断（南小学区） 12：50～13：00受付

石沢小学校● 就学時健康診断（石小学区） 12：30～12：45受付
又重小学校● 就学時健康診断（又小学区） 12：50～13：00受付
中市小学校● 就学時健康診断（中小学区） 13：00～13：20受付

瑞穂館● 巡回行政相談

平成22年10月１日

総務省･青森県･五戸町

会場／五戸町大字倉石中市字小渡地内
午前9：00～午後4：00（※雨天決行）
■ 特産品の販売・飲食物の出店
■ 町民グラウンド・ゴルフ大会（10日のみ）
■ 高級倉石牛肉の販売（午前10：00～）

夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり
10/10（日）・10/11（月・祝）

●倉石牛肉バーベキューコーナー●倉石牛肉バーベキューコーナー

2,000円2,000円2,000円

2,400枚2,400枚2,400枚
（倉石牛肉200g入、野菜付）

なんと！

前売券のみ

限定
問  役場農林課  TEL 62－2111  内線266

完全前売制
好評発売中！

三種混合　　　　　　予防接種

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～15：30 浅水活性化センター● 人権相談

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

13：00～13：15受付 蛯川小学校● 就学時健康診断（蛯川小学区）

13：10～13：20 豊間内小学校● 就学時健康診断（豊小学区）

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

13：30～15：00 町図書館● 南部鉄道展　記念フォーラム

8：30～ ひばり野公園● 町民ソフトテニス大会

10：30～16：00 十和田市中央公民館● 全国一斉司法書士法律無料相談会

14：30開演 町立公民館● 五戸中学校吹奏楽部定期演奏会
9：00～16：00 小渡平公園● 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり（～11日）

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

10：30～16：00 八戸市総合福祉会館● 全国一斉司法書士法律無料相談会

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● ３か月児健康診査（22年６月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● トコトコ教室（浅田地区） 浅水活性化センター9：30～11：30 ● 五戸町総合防災訓練（川内地区） 川内中学校（主会場）9：00～12：00

● トコトコ教室（川内地区） 瑞穂館9：30～11：30

● 就学時健康診断（五小学区） 五戸小学校13：30～13：45受付

9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

● 行政相談 倉石温泉13：30～16：00

ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

６か月児健康相談（22年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

秋の火災予防週間

　火災のほとんどはチョット
した不注意から発生します。
住民一人ひとりが防火に関心
を持ち、火災のない町にしま
しょう。

「消したかな あなたを守る 合言葉」

火災・救急・救助は 119

緊急通報ＦＡＸ 22－0119

火災情報 22－2111

10/18～10/24まで

秋
の
行
政
相
談
週
間

２
０
１
０
・
第
64
回
読
書
週
間

秋
の
火
災
予
防
週
間

9：00～11：55 倉石地区● 犬の登録・狂犬病予防注射

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

12：45～13：00受付 切谷内小学校● 就学時健康診断（切小学区）
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記念日等日 行　　事　　等

家庭の日

体育の日

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日
法の日

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

奥入瀬渓流（十和田市）● 町民歩こう会 7：00（出発）～17：00

町図書館● 特別おはなし会 14：00～15：00

五戸・石仏・下新井田・根前地区巡回● 犬の登録・狂犬病予防注射 9：00～15：05

今月の納期

納期限11月１日（月）

町県民税

国民健康保険税

第３期

第４期

９月から国勢調査員が
伺いますので、ご協力を
お願いします。

12：30～12：50受付 旧地域保健センター　 ３歳児健康診査（19年６・７月生）
9：30～11：30 豊間内コミュニティセンター● トコトコ教室（豊間内地区）

上市川小学校● 就学時健康診断（上小学区）

13：30～16：00 浅水活性化センター● 巡回行政相談

　 ２歳６か月児健康相談（20年４・５月生）12：30～12：50受付　  9：00～9：20受付　旧地域保健センター※時間が変更になりました

9：00～15：15 川内・蛯川地区巡回● 犬の登録・狂犬病予防注射
10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや
13：30～16：00 町立公民館● 行政相談

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

9：00～11：40 豊間内・浅田地区巡回● 犬の登録・狂犬病予防注射

2 010年

平成22年

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

13：30～16：00
12：30～12：50受付

南小学校● 就学時健康診断（南小学区） 12：50～13：00受付

石沢小学校● 就学時健康診断（石小学区） 12：30～12：45受付
又重小学校● 就学時健康診断（又小学区） 12：50～13：00受付
中市小学校● 就学時健康診断（中小学区） 13：00～13：20受付

瑞穂館● 巡回行政相談

平成22年10月１日

総務省･青森県･五戸町

会場／五戸町大字倉石中市字小渡地内
午前9：00～午後4：00（※雨天決行）
■ 特産品の販売・飲食物の出店
■ 町民グラウンド・ゴルフ大会（10日のみ）
■ 高級倉石牛肉の販売（午前10：00～）

夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり
10/10（日）・10/11（月・祝）

●倉石牛肉バーベキューコーナー●倉石牛肉バーベキューコーナー

2,000円2,000円2,000円

2,400枚2,400枚2,400枚
（倉石牛肉200g入、野菜付）

なんと！

前売券のみ

限定
問  役場農林課  TEL 62－2111  内線266

完全前売制
好評発売中！

三種混合　　　　　　予防接種

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～15：30 浅水活性化センター● 人権相談

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

13：00～13：15受付 蛯川小学校● 就学時健康診断（蛯川小学区）

13：10～13：20 豊間内小学校● 就学時健康診断（豊小学区）

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

13：30～15：00 町図書館● 南部鉄道展　記念フォーラム

8：30～ ひばり野公園● 町民ソフトテニス大会

10：30～16：00 十和田市中央公民館● 全国一斉司法書士法律無料相談会

14：30開演 町立公民館● 五戸中学校吹奏楽部定期演奏会
9：00～16：00 小渡平公園● 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり（～11日）

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

10：30～16：00 八戸市総合福祉会館● 全国一斉司法書士法律無料相談会

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● ３か月児健康診査（22年６月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● トコトコ教室（浅田地区） 浅水活性化センター9：30～11：30 ● 五戸町総合防災訓練（川内地区） 川内中学校（主会場）9：00～12：00

● トコトコ教室（川内地区） 瑞穂館9：30～11：30

● 就学時健康診断（五小学区） 五戸小学校13：30～13：45受付

9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

● 行政相談 倉石温泉13：30～16：00

ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

６か月児健康相談（22年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

秋の火災予防週間

　火災のほとんどはチョット
した不注意から発生します。
住民一人ひとりが防火に関心
を持ち、火災のない町にしま
しょう。

「消したかな あなたを守る 合言葉」

火災・救急・救助は 119

緊急通報ＦＡＸ 22－0119

火災情報 22－2111

10/18～10/24まで

秋
の
行
政
相
談
週
間
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9：00～11：55 倉石地区● 犬の登録・狂犬病予防注射

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

12：45～13：00受付 切谷内小学校● 就学時健康診断（切小学区）



三種混合　　　　　　予防接種
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2010年

平成22年

全国青少年健全育成強調月間

五戸カトリック幼稚園・江渡幼稚園・平成23年度新入園願書受付開始（11/2～）

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

10：00～12：00 町図書館● 絵本とおしゃべりカフェ

10：00～16：00 町図書館● 雑誌リサイクル市

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

9：30～15：30 ドーム裏駐車場向● 献血

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

３か月児健康診査（22年７月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター
● トコトコ教室（旧町内地区） 町立公民館9：30～11：30

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

● 五戸地方農産物品評会（～７日） ドーム
● 五戸町産業と文化まつり（～７日） ドーム、町立公民館

10か月児健康相談（21年12月・22年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

県民交通安全の日

高齢者交通安全の日

文化の日

月11

２
０
１
０
・
第
64
回
読
書
週
間


